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 「食」は、生きる上での基本であり、健康に暮らしていくためには欠か

すことができない命の源です。また、生きる力や豊かな人間性を

育む上でも大変重要です。 

阿賀野市では、健康寿命延伸のため「運動」「休養」「栄養」

「健 (検 )診」「生きがい」の５本柱を健康の基本とし「健康あがの

21 計画」を策定し、健康づくりを推進しています。その５本柱と

「食」は健康づくりの全てに深く関係してくる命の源であると考

えます。 

 

現在、社会経済構造が大きく変わり、ライフスタイルや価値観が多様化し、それに

伴い若い世代における食習慣の乱れや過度の痩身、働き盛り世代の生活習慣病等、

シニア世代においては低栄養、フレイルなど食に関する健康課題が複雑化しています。

また、食料の海外への依存による食料自給率の低下。「個」の食による、伝統的な日

本の食文化の喪失。「もったいない」意識の低下から大量廃棄による「食品ロス」とい

った多くの問題発生につながっています。  

本市では令和２年 11 月に「第３次阿賀野市食育推進計画」を策定し、さまざまな

食の問題解決に向け、「食育」の推進に取り組んでまいりました。 

令和６年度に最終評価を行い、これまでの成果と今後の課題を踏まえ、この度「第

４次阿賀野市食育推進計画」を策定しました。 

 

本市では市民みんなで「食育」に取り組み、推進していくために第１次計画から第３

次計画に引き続き、「阿賀野の食で、豊かな人間性と健康な心身（からだ）を育み、人

と人とのつながりを大切にし、明るい未来を築く」を基本理念として、今後も生涯を通

じた「食育」を推進してまいります。  

 

 最後に、この計画の策定にご尽力いただきました阿賀野市食育推進協議会委員の

皆様、また阿賀野市食育ネットワーク委員会委員の皆様をはじめ、貴重なご意見をい

ただきました関係機関や団体、市民の皆様に心から感謝申し上げますとともに、今後

とも一層のご協力をお願い申し上げます。  
 

 

令和７年３月 
 

阿賀野市長 加 藤 博 幸 
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１ 計画策定の意義 
   

近年、少子化や核家族化の進行、ライフスタイルの多様化による食生活習慣の変化等、食を

とりまく社会環境が大きく変化しています。このような中、様々な生活状況により健全な食生

活を実践することができない等、心身への影響も懸念されます。 

過食や栄養バランスの崩れた食事による生活習慣病や医療費の増加、昔から地域で育まれ

てきた伝統的な食文化の継承も危惧されています。さらに、食べ残しなどによる食品の廃棄

といった環境への影響や、農薬、食品添加物などの食品の安全性についての問題も生じてい

ます。 

また、食育の推進は SDGｓ（持続可能な開発目標）の達成に寄与するものであり、SDGsの

考え方を踏まえ、様々な推進者が連携して取り組むことで目標達成へ貢献していく必要があ

ります。 

国は平成 17 年６月、食育を重要課題と位置づけ、国民的な運動として推進していくことと

し、「食育基本法」を制定しました。 

阿賀野市においても市民一人一人が食への感謝の気持ちを深め、食に関する知識と選択す

る力を学び実践すること、適度な運動を取り入れることなど自らが心身の健康を守り、人生

を心豊かに生きることができる人を育むことを目的に、平成 21 年３月に阿賀野市食育基本

計画を策定し、この度、第４次計画を策定するに至りました。 

この計画は、市民と行政がそれぞれの立場から「食」について考え、ともに取り組んでいくた

め、市民の皆さんのご意見をもとに地域の特性や、引き継がれてきた特有の食文化を生かし

た食育を推進することを目指します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

        

📝食育とは？ 

 
① 生きる上での基本であって、 

知育、徳育及び体育の基礎となるべきもの 

 

② 様々な経験を通じて 

「食」に関する知識と「食」を選択する力を習得し、 

健全な食生活を実践することができる人間を育てること 
出典：食育基本法（平成 17年６月制定）より 
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２ 基本理念 
 

 

 食は命の源であり、健全な食生活なくして私たちの健康は維持できないこと、自然の恵みや

「食」に関わる人々の様々な活動への感謝の念や理解を深めることなど市民一人一人が「食」

について見つめ直すことが、とても重要になっています。 

 そこで、これらを踏まえて第１次計画から第４次計画に引き続き以下のことを目指し、基本

理念とします。 
  

 

 

３ 計画の位置づけ 
    

 

阿賀野市食育推進計画は、食育基本法第 18条に基づく市町村食育推進計画として位置づ

け、国の「第４次食育推進基本計画」、さらに本市の「第３次阿賀野市総合計画」をはじめとし、

その他の関連計画との整合性を図りつつ食育を総合的に推進していきます。 

 

 

 

  

基本理念 

阿賀野の食で、豊かな人間性と健康な心身（からだ）を育み、 

人と人とのつながりを大切にし、明るい未来を築く 
 

キャッチフレーズ 

「 食べる楽しみ 阿賀野の恵み 」 

健康あがの 21 

第３次阿賀野市総合計画 2025-2032 

阿賀野市食育推進計画 

新

潟 

県 

食育推進計画 

（法第 17条） 
国 

食育基本法  

食育推進基本計画 

（法第 16条） 

阿

賀

野

市 

関連計画 
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４ 計画の期間 
 

 

 第４次計画の期間は、令和７年度から令和 10年度までの４年間とし、関連計画の「健康あが

の 21計画」の中間評価と時期を合わせます。 

 社会経済情勢の変化などによって、計画の変更が必要になった場合には、阿賀野市食育推

進会議の意見を聴いて、見直すこととします。 

 

 
年 

度 
R２ R３ R4 R５ R６ R７ R８ R９ R10 R11 R12 R13 R14 

国  
  

          

県  
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賀 

野 

市 

 

 

 

  

  

      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 📝SＤＧｓ（持続可能な開発目標）と食育 

 ＳＤＧｓとは、2015 年９月の国連サミットで採択された、2030 年度までに持続

可能でよりよい世界を目指す国際目標です。17のゴール（意欲目標）と169のター

ゲット（行動目標）が設定されています。 

 食育の推進は、ＳＤＧｓの 17の持続可能な目標の全てに貢献できると考えます。 
 

第３次 阿賀野市食育推進計画 

（R２～R６） 

 

第４次 食育推進基本計画 

（R3～R7） 

第３次 新潟県食育推進計画 

（R３～R６） 

第４次 阿賀野市食育推進計画 

（R７～R10） 

 

第４次 新潟県食育推進計画 

（R７～R14） 

 

第４次 健康あがの 21計画 

（R７～R14） 
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１ 第３次計画の結果 
 

 

 全指標の目的達成状況（第３次計画策定時と現状値により判定） 

 

集  計 判定 評価指標項目 割合 

 目標達成（改善率 90％以上） ◎ 14 28.6％ 

 改善（改善率 50％以上 90％未満） 〇 ３ 6.1％ 

 やや改善（改善率 10％以上 50％未満） △ ４ 8.2％ 

 変わらない（改善率－10％以上 10％未満） － 13 26.5％ 

 悪化（改善率－10％未満） ▼ 15 30.6％ 

指標数 計 49 - 

達成・改善・やや改善 21 42.9％ 

目標設定時の値と直近を比較し、どの程度改善したかを判断する手法により実施しました。 

（第３次計画策定時値・R１年、現状値・R６年）   

 

（1）食育全体推進目標の達成状況 
 

 

※判定について ◎：達成、〇：未達成だが改善、△：やや改善、－：変化なし、▼：悪化  

指  標 
第３次計画策定時 

（R１） 
目標値 

最終評価 
（R６） 

判定 

食育に関心を持っている人の

増加（全世代） 
62.5％ 90％ 57.6％ ▼ 

食育に関心を持っている人の

増加（10～20歳代） 
43.6％ 50％ 43.7％ ― 

 

（２）施策別推進目標の達成状況 
 
 
① 「食に関する知識の習得と健全な食習慣の実践」 

  

指  標 
第３次計画策定時 

（R1） 
目標値 

最終評価 
（R６） 

判定 

朝食を毎日食

べていない人

の減少 

園 児 3.4％ 0.0％ 3.3％ ― 

小学生 4.3％ 0.0％ 3.9％ ― 

中学生 9.8％ 0.0％ 10.0％ ― 

20歳代男性 50.0％ 35％以下 33.3％ ◎ 

20歳代女性 30.6％ 25％以下 40.0％ ▼ 
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指  標 
第３次計画策定時

（R１） 
目標値 

最終評価 

（R６） 
判定 

朝食を毎日

食べていな

い人の減少 

30歳代男性 29.3％ 25％以下 33.3％ ▼ 

30歳代女性 23.9％ 20％以下 19.6％ ◎ 

肥満者の 

減少 

園児 5.7％ 減少 5.6％ ― 

小学生 9.6％ 減少 9.8％ ― 

中学生 9.8％ 6.5％以下 10.7％ ― 

20～60歳代 

男性 
30.5％ 25％以下 32.9％（R5） ▼ 

40～60歳代 

女性 
21.9 18％以下 23.7％（R5） ▼ 

やせの人の

減少 

園児 1.6％ 減少 2.2％ ▼ 

小学生 2.7％ 減少 2.5％ ― 

中学生 3.5％ 減少 3.9％ ▼ 

20歳代女性 23.1％ 20％以下 21.6％（R5） △ 

60歳以上 19.3％ 16％以下 20.6％ ― 

主食・主菜・副菜のそろった食

事を１日２回以上食べている

人の増加 
78.6％ 80％以上 76.0％ ▼ 

野菜料理（漬物以外）を１食に

２皿以上食べている人の増加 
42.3％ 55％以上 44.1％ △ 

普段の食事で減塩・適塩を心

がけている人の増加 
64.9％ 70％以上 60.6％ ▼ 

高血圧症の受療件数の減少 1379件 1300件 
1206件

（R5） 
◎ 

「塩をとりすぎ新潟

県民の 10の食習

慣」を知っている人

の増加 

全世代 14.6％ 20％ 32.7％ ◎ 

20～ 

30歳代 
9.8％ 12％ 13.4％ ◎ 

「塩をとりすぎ 10の食習慣」

のうち普段の食事を満腹まで

食べる人の減少 

79.3％ 

（H30） 
70.0％ 

70.2％ 

（R5） 
◎ 

「塩をとりすぎ 10の食習慣」

のうち濃い味付けを好んで食

べる人の減少 

39.5％ 

（H30） 
35.0％ 

37.2％ 

（R5） 
〇 

「塩をとりすぎ 10の食習慣」

のうち麺の汁を１/３以上飲む

人の減少 

47.3％ 

（H30） 
43.0％ 

48.5％ 

（H30） 
▼ 

  



 

6 

 

指  標 
第３次計画策定時 

（R1） 
目標値 

最終評価 

（R6） 
判定 

外食や食品購入の際に栄養成

分表示を参考にする人の増加 
55.2％ 70％ 30.6％ ▼ 

ひと口に 20回以上噛んで食

べる人の増加 
21.7％ 23％ 30.7％ ◎ 

１日 30分以上、週２回以上の

運動を１年以上継続している

人の増加 
31.7％ 35％ 36.4％ ◎ 

市が実施する生活習慣病予防

やフレイル予防に関する料理

教室の実施数 
年３回 年４回 

年４回 

（Ｒ５） 
◎ 

食生活改善推進委員が従事す

る地域での健康教室の実施数

および参加住民数 

年 64回

（H30） 
年 65回 

年 46回

（R5） 
▼ 

食生活改善推進委員が従事す

る地域での健康教室の実施数

および参加住民数 
1,060人 

５年で 

5,000人以上 
1,844人 ◎ 

市内統一の減塩給食を提供す

る回数 
― 年６回 年５回（R5） 〇 

クックパッド阿賀野市公式キッ

チンの新規掲載レシピ数 
年 27品 年 30品 55品（R5） ◎ 

  

 
 
② 「安心・安全な農畜産物の生産と地産地消の推進」 

  

指  標 
第３次計画策定時 

（R1） 
目標値 

最終評価 
（R6） 

判定 

地産地消に関心がある人の 

増加 
77.0％ 90％ 78.7％ △ 

スーパーや直売所で地場産野

菜を購入する人の増加 
73.8％ 80％ 77.7％ 〇 

学校給食の地場産食材（野菜）

の利用増加 
19.0％ 30％ 17.6％（R5） ▼ 
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③ 「食文化の伝承と発展」 
  

指  標 
第３次計画策定時 

（R1） 
目標値 

最終評価 
（R6） 

判定 

朝食を家族の誰かと一緒に食

べている人の増加 
58.1％ 90％以上 52.8％（R5） ▼ 

朝食または夕食を家

族と一緒に食べる共

食の回数 

園 児 週 12.4回 14回 12.1回 ― 

小学生 週 11.8回 13回 11.0回 ― 

中学生 週 10.7回 12回 10.0回 ― 

ごはん（米飯）を１日２食以上

食べている人の増加 
86.1％ 90％ 83.9％ ▼ 

家族で郷土料理を食べている

人の増加 
59.9％ 65％以上 61.1％ △ 

市が実施する郷土料理や地元

の食を伝える教室の実施数 
年３回 年３回 年４回（R5） ◎ 

  

 
 
④ 「食をとりまく環境問題への取組」 

  

指  標 
第３次計画策定時 

（R1） 
目標値 

最終評価 
（R6） 

判定 

家庭から出すごみを減らす努

力をしている人の増加 
65.5％ 70％以上 80.9％ ◎ 

可燃ごみの中の生ごみの割合

の減少 
26.3％ 25％以下 26.0％（R5） ― 

  

 

 

⑤ 「その他」 
  

指  標 
第３次計画策定時 

（R1） 
目標値 

最終評価 
（R6） 

判定 

災害に備えた食料品などの備

蓄をしている人の増加 
21.1％ 25％以上 30.2％（R5） ◎ 
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２ アンケート調査からみる現状と課題 
 

 

 

(1) 食育全体推進目標 
 

 

 

 

 

食育に関心を持つ人 
・食育に関心を持つ人の割合は減少し、悪化していました。10歳代、20歳代、50歳代で 

 関心が低く、70歳代が一番関心を持つ割合が高かったです。 

・10～20歳代をまとめると、関心度の割合は計画策定時と同程度でした。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

課 題 

 
●10～20歳代の食育への関心割合を増やすため、コロナ禍後はイベントや「毎月 19日の食

育の日」に市の LINE でメッセージを配信してきたが、まだ低い状況が続いています。園や

学校とも連携し、小児期からの食育普及をしていくとともに啓発の強化を引き続き行いま

す。 

 

●子育てが落ち着いた 50 歳代の関心が低い状況から、あがの食育・元気づくり応援団等関

係機関と連携して、若い世代だけでなく全世代への取り組みが重要です。 

 

●食育の関心度が低いと望ましい食行動（実践）につながりにくいため、ライフステージやライ

フスタイルに応じた、どこでも誰でも自然と食育に参加できる環境づくりが課題です。 
 

 

 

推進目標：若い世代への食育の推進 

63.4

54.1

43.9

59

66.6

52.1

74.9

70.2

57.6

37.1

48.8

57 56.3

49.4

57.7

64.4

0

20

40

60

80

全体 10歳代 20歳代 30歳代 40歳代 50歳代 60歳代 70歳以上

食育の関心割合
R1 R6

（％） 

出典：健康あがの２１アンケート 
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(２) 施策別推進目標の達成状況と方向性 

 
「食に関する知識の習得と健全な食習慣の実践」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
朝食欠食状況 
・子どもでは園児・中学生で変わらない状況でしたが、小学生で若干の改善が見られました。 

・大人では 20歳代男性と 30歳代女性で策定時より欠食割合が減少し目標達成しました。 

20 歳代女性と 30 歳代男性では、欠食割合が増加し悪化していました。朝食を食べなくな

った時期は「就職してから」が多かったです。 

・朝食を食べない理由で多いのは、「食欲がない」「時間がない」「起きるのが遅い」でした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

推進目標：健康寿命延伸のための食育の推進 
・若い世代の朝食摂取の推進 

・子どもの頃からの適正体重維持のための食育の推進 

・子どもの頃からの減塩の推進 

3.4 4.3

9.8

50

30.6 29.3

23.9

3.2 3.9

10

33.3

40

33.3

19.6

0

10

20

30

40

50

60

園児 小学生 中学生 20歳代男性 20歳代女性 30歳代男性 30歳代女性

朝食を毎日食べていない人の割合

R1 R6

（％） 

出典：健康あがの２１アンケート 

89.4

57.9

80 83.2

87.9
94.4

97.8

85.9

62.8

75.6 75.9 75.2

89.6
96.3

0

20

40

60

80

100

10歳代 20歳代 30歳代 40歳代 50歳代 60歳代 70歳以上

朝食を毎日食べている人の割合 R1 R6（％） 

出典：健康あがの２１アンケート 

出典：生活アンケート（園児 3～5歳児） 

    食育アンケート（小学 1・3・5年生） 

    中学生生活習慣病予防事業アンケート（中学2年生） 
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体格の状況 

・肥満の割合は園児・小学生で変わらない状況でしたが、中学生で肥満割合が増加し、

悪化していました。やせの割合は園児・中学生で増加しています。小学生では減少し

ていました。 

・成人では、肥満者は 20～60歳代男性、40～60歳代女性で増加し悪化の状態が 

続いています。やせの割合は２０歳代女性で減少しやや改善しました。60歳以上では 

変わらない状況ですが、65～74歳で悪化がみられました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1.6 2.7 3.5

23.1

19.3

2.2 2.5
3.9

21.6 20.6

0

5

10

15

20

25

園児 小学生 中学生 20歳代女性 65歳以上

やせの割合
（子ども肥満度 園-15％以下 小中-20％以下

20歳代：BMI18.5未満 65歳以上：BMI20未満）
R1 R6

5.7
9.6 9.8

30.5

21.9

5.6

9.8 10.7

32.9

23.7

0

10

20

30

40

50

園児 小学生 中学生 20～60歳代男性 40～60歳代女性

肥満者の割合
（子ども肥満度 園15％ 小中20％以上、大人BMI25以上）

Ｒ1 Ｒ6

（％） 

（％） 

出典：小児体格調査、学校保健統計、市健康診断 

出典：小児体格調査、学校保健統計、市健康診断 
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バランスの良い食事をしている割合 
・バランスの良い食事を１日に３食している人は減少していました。野菜料理を１食２皿以 

上摂取している人は増加していましたが、１食１皿の割合が一番多かったです。 

・小学生の家庭では、こどもの食事に野菜を朝夕いつも出している割合は３割で、夕食のみ 

が５割でした。野菜料理を毎食出さない理由は、「こどもが食べない」「調理に手間がかかる」

でした。 

・中学生の野菜摂取量は年々減少傾向で、約９割の生徒が食物繊維不足となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

42.2
33.3

42.2
35.2

14.0 11.6 14.7
8.1

16.0 16.1

28.8
21.6

42.2
33.7

70.0

52.7

37.4 50.7 37.4 50.7

40.4
34.9

47.4
48.8

56.5
45.5

41.7

43.1

39.4

43.0

22.5

37.9

17.5 13.3 17.5
9.9

40.4

44.2

31.0 37.2

25.2

32.1
24.5

29.4

16.3 22.1

6.5 7.9
2.8 2.7 2.8 4.2 5.3 9.3 6.9 5.8 2.3 6.3 5.0 5.9 2.1 1.2 1.0 1.5

0

20

40

60

80

100

R1 R6 R1 R6 R1 R6 R1 R6 R1 R6 R1 R6 R1 R6 R1 R6

全体 10歳代 20歳代 30歳代 40歳代 50歳代 60歳代 70歳以上

バランスの良い食をしている割合

3食 2食 1食 ほとんど食べない

9.2％

11.9％

33.8％

32.2％

38.2％

36.6％

17.9％

18.4％

0.8％

0.9％

Ｒ1

Ｒ6

野菜料理を１食に食べる割合

3皿以上 ２皿 １皿 付け合わせ程度 食べない

90.1%

89.3%

92.4%

93.3%
93.0% 92.9%

225 214
205

203 193 197

150

170

190

210

230

250

270

290

310

330

350

88%

89%

90%

91%

92%

93%

94%

R1 R2 R3 R4 R5 R6

中学生の野菜・食物繊維の摂取割合

食物繊維不足 野菜摂取量(ｇ)

31.3 ％

11.3 ％

54.9 ％

2.5 ％

子どもの食事に野菜を

出している割合

朝夕いつも

朝夕時々

夕食のみ

ほとんど出さない

出典：R6食育アンケート 

（対象小学 1・3・5年生） 

出典：健康あがの２１アンケート 

（％） 

出典：中学生生活習慣病予防事業 食事調査 

出典：健康あがの２１アンケート 
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減塩をこころがけている割合 
・減塩をこころがけている割合は、減少していました。４０歳代以下の若い年代で割合が低か 

ったです。 

・高血圧症の受療件数は減少し、目標を達成しています。 

・塩をとりすぎ新潟県民の１０の食習慣の認知度は、増加し目標達成しました。２０～３０歳代 

の認知度も増加しました。「満腹まで食べる人」「濃い味付けを好む人」の割合は減少しました 

が、「麺の汁を 1/3以上飲む人」の割合は、増加し悪化しました。 

・ほぼすべての中学生が食塩を摂り過ぎていて、その摂取量も目標量を大きく超えています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

📝バランス食とは 

 
主食・主菜・副菜を組み合わせ

た食事のことで、炭水化物、た

んぱく質、脂質などの三大栄

養素を偏ることなく摂取でき

る食事のことです。 

 

さらに、汁物や乳製品、果物な

どを加えると、必要な栄養素

の補給が充実します。 

 

 

 

注意！ 
菓子パンや団子は穀類を材料

に作られますが、食事ではなく

菓子類として扱います。 

同様にアルコールも食事では

なく嗜好飲料として扱います

ので、主食にはなりません。 
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97.9% 98.7% 98.5% 100% 99.3% 99%

12.3

12.7

12.6

12.5

12.6 12.6

 11.8

 12.0

 12.2

 12.4

 12.6

 12.8

 13.0

96%

97%

98%

99%

100%

R1 R2 R3 R4 R5 R6

中学生の塩分摂取状況の割合

食塩摂り過ぎ 食塩摂取量(ｇ)

📝知っていますか？「塩をとり過ぎ新潟県民の 10の食習慣」 
 

新潟県は、脳血管疾患や胃がんで亡くなる人が多く、これらの病気は、食塩のとり

過ぎによる高血圧と高血圧が続くことによる動脈硬化が一因です。 

そのため、新潟県では「塩をとり過ぎ新潟県民の 10の食習慣」として減塩を呼びか

けています。 

                 

       

       

          
                    

             

        

        
        

              

                       
                      
             

        

        
          

        

        
    

       

       

       

      

        

    

        

阿賀野市では・・・ 

右の 10項目のうち、 

「１食事は満腹になるまで食べる」 

「７麺類の汁を１/３以上飲む」 

「８濃い味付けを好んで食べる」 

 

の項目が多く当てはまる傾向にあり、

この項目を減らしていく目標を掲げて

います。 

 

64.9 60.6

32.4

20.9

37.2

50.5
60.5 64.8

73.1

35.1 39.4 67.6 79.1 62.8 49.5 39.5 35.2 26.9

0

20

40

60

80

100

R1 R6 10歳代 20歳代 30歳代 40歳代 50歳代 60歳代 70歳以上

減塩をこころがけている人の割合 はい いいえ（％） 

出典：健康あがの２１アンケート 

出典：中学生生活習慣病予防事業（食事調査より） 
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栄養成分表示を参考にする人 
・栄養成分表示を参考にする人は減少し悪化しました。20歳代、30歳代が参考にする割合 

が低いです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ひと口に 20回以上よく噛んでいる割合 
・ひと口に 20回以上よく噛んでいる割合は増加し目標達成しました。 

 

 

運動習慣者の割合 
・運動習慣の割合は、増加し目標達成しました。60歳代以降の運動習慣者の割合が高く、 

30歳代、４０歳代が低い状況がみられました。 

 

 

生活習慣病、フレイル予防の料理教室 
・生活習慣病、フレイル予防の料理教室は目標を達成しており、食生活改善推進委員の教室 

実施数はコロナ感染防止の影響もあり悪化しました。参加者数の５年間の合計ではコロナ禍 

明けの活動再開で、目標を達成しています。  

 

 

市内統一の減塩給食の実施数 
・市内統一の減塩給食の実施が定着してきましたが、目標値には達成しませんでした。 

 

 

クックパッド阿賀野市公式キッチン掲載数 
・クックパッド阿賀野市公式キッチンへ計画的に新規レシピを掲載し、年間 30品掲載する 

目標を達成しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

55.2

30.6

0

10

20

30

40

50

60

R1 R6

栄養成分表示を参考にする人の割合（％） 

出典：健康あがの２１アンケート 
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課 題 

 
●朝食の大切さは各種健診や教室、家庭へのたより等で市民に伝えていますが、20 歳代で

欠食者が多いことが課題です。生涯にわたっての朝食習慣の定着のため、市の乳幼児事業

や園・学校で朝食摂取を啓発していく必要があります。「就職してから」が欠食理由に多いこ

とから、高校生等の若い世代、特に 20歳代の朝食摂取に向けて継続して啓発します。 

 

●小児期からの適正体重維持に向けて幼児期の健診や園の発育調査等を利用し、継続した取

組を実施していきます。成人期の肥満の増加に対しては、特定健診や特定保健指導を通じ、

生活習慣病予防の取組みを進めることが重要です。 

 

●適正体重を維持するための食生活習慣（バランス食、野菜の摂取、適量摂取等）を実践する

人を増やすことが課題です。 

 

●高齢期の低栄養対策によるフレイル予防のため、健診、各事業での啓発、ハイリスク者訪問

を実施していますが、特定健診のメタボ予防から高齢期の低栄養予防への切り替えが課題

です。 

 

●中学生の食塩摂取は目標量を大きく上回り、逆に野菜摂取は少ないことから、小児期から

の食習慣と生活習慣病予防のため、園、学校、家庭と連携した生涯にわたっての減塩の推

進が重要です。 

 

●ライフスタイルが多様化する中、お惣菜等の中食や外食を活用する上で栄養成分表示の活

用方法など、あがの食育・元気づくり応援団と連携した啓発が必要です。 

 

●クックパッド阿賀野市公式キッチンのレシピの掲載数は目標を達成していますが、まだ市民

の認知度や利用者が低い状況のため、広報や教室等での啓発が必要です。 
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「安心・安全な農畜産物の生産と地産地消の推進」 
 

 

 

 

 

 

地産地消に関心がある人 
・地産地消に関心がある人の割合は増加していますが、他の世代と比較して１０～２０歳代の 

若者で関心がある割合も実践している割合も低い状況です。アンケート結果では、３０歳代以 

上で実践している割合が高かったです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

スーパー等で地場産食材を購入する人の割合 
・スーパー等で地場産食材を購入する人は増加しています。しかし、アンケート結果では、関心

度と同じく 20歳代で購入する割合が低かったです。 

・小学生では、学年が上がるにつれて学習も進むため、市でとれる農畜産物を知っている児童

の割合が高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

推進目標： 地産地消をすすめる食育の推進 
・地場産食材の消費拡大 

・学校給食の地産地消 

77
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地産地消に関心がある人の割合

68.5

43.6 

70.5 

84.9 

0
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市でとれる農畜産物を知っている人

の割合

73.8 77.7

0

20
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Ｒ1 Ｒ6

直売所を利用している人

の割合（％） 
（％） 

（％） 

出典：健康あがの２１アンケート 

出典：健康あがの２１アンケート 出典：R6食育アンケート 
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学校給食の地場産食材の利用量 
・学校給食における地場産食材（野菜）の利用は、令和２年度から令和４年度にかけて 23％程 

度に上昇しました。しかし令和５年度は、高温など天候の影響を受け、使用割合は減少しまし 

た。 
 

 

課 題 

 
●阿賀野市で生産された新鮮で美味しい農畜産物を消費することは、農業者支援や食の安心 

だけでなく、流通などにかかるコスト削減など環境にもやさしい取組みです。地産地消に関

心が低い若い世代へも農業体験などを通して、地産地消の理解促進のための啓発が重要で

す。 

 

●安心安全な地元食材の PRとスーパー等の直売所の PRの継続が必要です。 

 

●小児期からの地場産食材の理解と和食に関する知識の啓発・普及が重要です。 
 

●農協や生産者等の関係機関と連携した学校給食の運営が大切です。 
 

 

 
「食文化の伝承と発展」 

 
 
 

 

 

 

 

共食の割合 
・朝食を家族の誰かと一緒に食べている割合は減少し、悪化していました。50歳代以下の若 

い世代の割合が少ない傾向にあります。 

・朝食、夕食を家族と一緒に食べている子どもの食事回数はほぼ変わらず、目標値を達成しま 

せんでした。 

・地域で共食したいと思っている人は、50歳以上の割合は多い反面、食に関心の低い 20～ 

30歳代では、そう思わない人が多い状況でした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

推進目標： 食文化の継承、豊かな食体験のための食育の推進 
・共食を通じたコミュニケーション、豊かな食体験の増加 

・和食、ごはん食の推進 

・若い人への郷土料理の普及 

12.4 11.8 10.7
12.1 11 10

0

5

10

15

20

園児 小学生 中学生

1週間に朝食または夕食を家族と

一緒に食べている回数
R1 R6

（回） 

52.8

37

47.7

47.3

39.2

50.2

69.9

0 50 100

全体

２０歳代

３０歳代

４０歳代

５０歳代

６０歳代

７０歳以上

朝食を家族の誰かと

食べている割合

（％） 

出典：市民アンケート 

出典：生活アンケート（園児 3～5歳児） 

    食育アンケート（小学 1・3・5年生） 

    中学生生活習慣病予防事業アンケート（中学2年生） 
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ごはん（米飯）を食べている割合 
・ごはん（米飯）を１日２食以上食べている割合は減少し悪化しています。10歳代、70歳以上 

で割合は高いですが、他の年代はほぼ同じ割合でした。 

・園児の調査では、朝食の主食にごはんを食べている割合が減少し、菓子パンやシリアルなど 

を食べている割合が増加しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

42.6

34.1

52.1

20.9

22.4

21.4

26.8

27.3

43.5

44.7

49.8

42.3

60.5

60

58

54.9

52.2

43.3

11.3

14.9

5.6

18.6

15.3

18.8

17

18.9

12.2

1.4

1.3

0

0

2.4

1.8

1.3

1.6

1.1

R1

R6

１０歳代

２０歳代

３０歳代

４０歳代

５０歳代

６０歳代

７０歳以上

1日に米飯を食べる回数

３食 ２食 １食 ほとんど食べない （％）

58.8

55.5

54.1

31.1

32.3

31.3

0.1

0.6

0

9.9

11.0

14.3

0.1

0.7

0.3

R4

R5

R6

園児のごはん（米飯）を食べている割合

ごはん類 パン類 めん類 その他(菓子パンなど) 食べない

6.3 1.4 9.3 2.3 5.4 2.6 4.4 10

22

16.9 9.3 14
15.2

23.7
25.3

25.1

26.9

28.2

18.6
25.6

28.6 22.4

28.9
27.8

26
26.8

27.9
26.7

27.7
31.6 24.9 23.6

18.8 26.8 34.9 31.4 23.2 19.7 16.5 13.6

0%

20%

40%

60%

80%

100%

全体 10歳代 20歳代 30歳代 40歳代 50歳代 60歳代 70歳以上

地域で共食をしたいと思っている人の割合

とてもそう思う そう思う どちらともいえない あまりそう思わない 全くそう思わない

（％） 

出典：健康あがの２１アンケート 

出典：健康あがの２１アンケート 

出典：生活アンケート（園児 3～5歳児） 
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家庭で郷土料理を食べている割合 
・家庭で郷土料理を食べている割合は少し増えました。郷土料理を食べていない割合は20～ 

30 歳代で多い傾向です。郷土料理が分からない割合は 10 歳代を除いて、30 歳代で多い

傾向でした。 

・郷土料理を知っている小学生の割合は、小学３年生以上になると６割の児童が知っていまし 

た。 

 

 

 

 

 

 
 

市が実施する郷土料理を伝える教室の実施数 
・市が実施する郷土料理を伝える教室の実施数は目標を達成していました。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

55.4

37.2 

60.3 
65.8 

0

20

40

60

80

全体 1年生 3年生 5年生

郷土料理を知っている割合

61.1 63.4 60.5
43

53.6
64.1 60 65.8

23.2 14.1
37.2

37.2
33

24.2
24.4 17.2

15.8 22.5

2.3
19.8 13.4 11.8 15.6 17

0%

20%

40%

60%

80%

100%

全体 １０歳代 ２０歳代 ３０歳代 ４０歳代 ５０歳代 ６０歳代 ７０歳以上

郷土料理を食べている人の割合

食べている 食べていない 郷土料理がわからない

55.4

37.2 

60.3 
65.8 

0

10

20

30

40

50

60

70

全体 1年生 3年生 5年生

郷土料理を知っている人

の割合

📝あがの市の郷土料理集 

 
第３次阿賀野市食育推進計画の目標

の一つ「食文化の伝承と発展」の達成の

ため、阿賀野市食生活改善推進委員協

議会協力のもと「あがの市の郷土料理

～繋ぎ伝えたいふるさとの味～」を作

成しました。 

 

次世代へ伝えていきたいレシピを 

28品掲載しています。 

 

冊子のほかに料理サイト「クックパッ

ド 阿賀野市公式キッチン」でもレシピ

を公開しています。 

 

クックパッド 

阿賀野市 

公式キッチン 

（％） 

出典：健康あがの２１アンケート 出典：R6食育アンケート 
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課 題 
●小児期から家族とともに食べる食事（共食）のメリットを伝え、会話が増えることで、正しい

食習慣が継承できるように、啓発が必要です。 

 

●感染症の影響で共食の機会が減少しましたが、食の楽しさや食の継承のために各年代が一

緒に食べる共食の重要性を推進していくことが大切です。 

 

●ごはん（米飯）を食べる割合が今以上に減少しないように、和食の推進とごはん食の啓発が

必要です。 

 

●地域の食の伝承のため、食生活改善推進委員や農業地域活性化アドバイザー等と連携した

取組みが必要です。 

 

 

 

「食をとりまく環境問題への取組」 

 
 

 

 

 

家庭から出すごみを減らす努力をしている割合 
・家庭から出すごみを減らす努力をしている割合は増加し目標達成しました。 

・小学生の 4割が食べ物を残すことについてもったいないと回答しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

推進目標： 食の循環や環境を意識した食育の推進 
・家庭からの食品ロスを削減するための普及啓発 

65.5

80.9

63.4

74.4

74.4

75

79.1

82.3

86.5

0 50 100

R1

R6

１０歳代

２０歳代

３０歳代

４０歳代

５０歳代

６０歳代

７０歳以上

家庭から出すごみを減らす

努力をしている割合 （％） 

44.3%

35.9%

17.4%

2.4%

食べ物を残すことについて

もったいないと思う人の割合

思う

どちらかというと

思う

どちらかというと

思わない

思わない

出典：R6食育アンケート 出典：健康あがの２１アンケート 
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可燃ごみの中の生ごみの割合 
・可燃ごみの中の生ごみの割合は計画策定時とほぼ変化ない状況です。 

 

課 題 

 
●家庭から出すごみを減らす努力者の割合は増加して目標は達成していますが、今後もさら

なる削減に向けて推進し、ごみの分別、リサイクルなどの取組みが大切です。 

 

●ごみを減らす努力者は 20 歳代から増える傾向にあるため、小児期からのもったいない意

識の啓発を行う必要があります。 

 

 

 

「その他」 

 

 

 

災害に備えた食料品などの備蓄をしている割合 
・災害に備えた食料品などの備蓄をしている割合は増加し、目標値を達成していました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

推進目標： 災害に備えた食の備蓄の推進 

21.1

30.2

0

5

10

15

20

25

30

35

R1 R6

災害に備えた食料品などの

備蓄をしている割合 4.3％

39.2％
56.5％

パッククッキングの認知割合

知っていて作った

ことがある

知っているが作っ

たことはない

知らない

（％） 

5.7％

27％

67.3％

ローリングストック法の認知割合

知っていて活用

している

知っているが活

用していない

知らない

出典：健康あがの２１アンケート 出典：健康あがの２１アンケート 

出典：健康あがの２１アンケート 
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課 題 

 
●近年の災害の状況により、災害への備蓄意識が高まってきています。 

災害への備えとして、食料品の備蓄のほかに日頃からローリングストック法の実践や災害時

に不足しやすい栄養など災害に対しての知識の習得に必要な情報の発信が必要です。 

 

●災害対応食パッククッキングの認知度が低いため、さらなる普及啓発が必要です。 

 
●広報誌やクックパッド等を利用してパッククッキングのレシピを伝えていきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

📝パッククッキングとは 

 
耐熱性があるポリ袋に食材をいれて、袋ごと鍋で茹でて（湯せん）加熱する調理法

です。 

１袋ごとに調理をするので、１回の湯せんで同時に複数品を作れます。鍋が汚れず

洗う水の節約になるので、節水や災害時の水が限られた状況下でもおいしく調理す

ることができ、温かい食事が食べられます。 

 

パッククッキング普及中！ 
阿賀野市では食生活改善推進委員協議会の協力のもと、様々なイベントを開催し

普及活動を行っています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

📝ローリングストック法とは 

 
普段から利用している食品や日用品を少し多めにストックし、消費した分を買い足

すことで、常に一定量の備蓄を保つ方法です。 

 

ローリングストックに向いている食材のポイント！ 
☑ 常温で保存が可能かどうか。     ☑ 栄養バランスが取れた食品かどうか。 

☑ 調理に手間がかからないか。     ☑ 普段から食卓に出せるものか。 

 

おすすめ食品は、乾燥野菜や、缶詰（トマト、ツナ、サバ、果物）、乾物（米、パスタ、豆

類、海藻類）、水やお茶などの飲料、カップ麺、レトルト食品、お菓子などです。 

R6年度 子どもクッキングより 
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３ 施策目標の体系 
 
 
 

第３次計画では計画全体の大目標を「家族みんなで取り組む食育の推進」、中目標を「若い

世代からの朝食摂取、減塩、バランス食の推進」として食育を推進しました。 

今後さらに「食育」を推進していくためには、全世代での取組が重要であるため、食育全体

の目標を全ての世代で取組む食育とします。その中で若い世代では第３次計画に引き続き、

朝食摂取、減塩、バランスの推進を掲げ、高齢世代では、「一緒に食べる」共食のコミュニケー

ションを目標に推進展開を図ります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

大目標 

「全世代の誰もが取り組める食育の推進」 
 

中目標 

「若い世代からの朝食摂取、減塩、バランス食の推進」 

「高齢期の共食による食の楽しみの推進」 

施策別目標   分野別目標    

食に関する知識

の習得と健全な

食習慣の実践 

安心・安全な農

畜産物の生産と

地産地消の推進 

食文化の伝承と

発展 

食を取り巻く

環境問題への

取組 

健康寿命延伸のための全世代ですすめる食育 

安心・安全な食と地産地消をすすめる食育 

和食や地域の食文化を継承していく食育 

食の環境や食循環を配慮し、災害に備える食育 

食
に
関
心
を
持
ち
、
実
践
す
る
人
を
増
や
す 

・子どもの頃からの規則正しい食習慣の習得 

・小児期から高齢者までの適正な体格維持の推進 

・生涯にわたっての減塩習慣 

・地産地消の理解と地場産食材の消費拡大 

・安心安全な農畜産物の生産 

・給食の地産地消の推進 

・家族や地域コミュニティでの共食の推進 

・和食、ごはん食の推進 

・子どもの頃からの地域の食や郷土料理への理解 

・家庭の食品ロスを削減の推進 

・子どもの頃からの「もったいない意識」の啓発 

・災害に対する食に関する知識の普及 
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４ 第４次計画の数値目標 
   
 
「２ アンケート調査からみる現状と課題」を達成するために具体的な目標（指標）を設定し

ました。現状値は令和６年度数値、目標値は令和 10年度数値です。 
 

 

（１） 全体目標 
■全世代が関心を持って取り組める食育 

指  標 現状値 目標値 現状値の取得方法 

食育に関心を持っている人の増加 

（全世代） 
57.6％ 78％ 健康あがの 21アンケート 

食育に関心を持っている若い世代の増加 

（20～30歳代） 
54.2％ 60％ 健康あがの 21アンケート 

 

 

 

（２） 施策（重点課題）別目標および指標  
 

① 「食に関する知識の習得と健全な食習慣の実践」 

・健康寿命延伸のための全世代ですすめる食育 

■子どもの頃からの規則正しい食生活習慣の習得 

■小児期から高齢期までの適正な体格維持の推進 

■生涯にわたっての減塩習慣 

指  標 現状値 目標値 現状値の取得方法 

朝食を毎日食べ

ていない人の 

減少 

園児 3.3％ 0% 生活アンケート 

小学生 3.9％ 0% 生活アンケート 

中学生 10.0％ 0% 生活実態調査 

20歳～30歳代男女 29.1％ 25% 健康あがの 21アンケート 

肥満者の減少 

園児（肥満度 15%以上） 5.6％ 5% 肥満等発育調査 

小学生（肥満度 20%以上） 9.8％ 10% 学校保健統計 

中学生（肥満度 20%以上） 10.7％ 10% 学校保健統計 

20～60歳代男性（BMI25以上） 32.9％ 25% 市健康診断 

４０～60歳代女性（BMI25以上） 23.7％ 20% 市健康診断 

やせの人の減少 

園児（肥満度－15%以下） 2.2％ 1.5％ 肥満等発育調査 

小学生（肥満度－20%以下） 2.5％ 2％ 学校保健統計 

中学生（肥満度－20%以下） 3.9％ 3％ 学校保健統計 

20～30 歳代女性（BMI18.5 未

満） 
20.0％ 18% 市健康診断 

６５～７４歳（BMI21.5未満） 25.3％ 18% 市健康診断 

７５歳以上（BMI21.5未満） 36.1％ 33% 市健康診断 
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指  標 現状地 目標値 現状値の取得方法 

主食・主菜・副菜のそろった食事を１日２回以上食べて 

いる人の増加 
76.0％ 80% 健康あがの 21アンケート 

野菜料理（漬物以外）を１食に２皿以上食べている人の

増加 
44.1％ 55% 健康あがの 21アンケート 

普段の食事で減塩・適塩を心がけている人の増加 60.6％ 70% 健康あがの 21アンケート 

食塩摂取量の減少（中学２年生） 12.6ｇ 7ｇ未満 
中学生・高校生のための食

事質問票（BDHQ） 

『塩をとりすぎ新潟県民の 10 の食習慣』を知っている

人の増加（全年代） 
32.7％ 40％ 健康あがの 21アンケート 

（重点対象層：20～40歳代） 15.2％ 20％ 健康あがの 21アンケート 

（『塩をとりすぎ新潟県民の 10の食習慣』のうち） 

普段の食事を満腹まで食べる人の減少 
70.2％ 65％ １０の習慣アンケート調査 

（『塩をとりすぎ新潟県民の 10の食習慣』のうち） 

濃い味付けを好んで食べる人の減少 
37.2％ 35％ １０の習慣アンケート調査 

（『塩をとりすぎ新潟県民の 10の食習慣』のうち） 

麺の汁を１/３以上飲む人の減少 
48.5％ 43％ １０の習慣アンケート調査 

外食や食品購入の際に栄養成分表示を参考にする人

の増加 
30.6％ 55％ 健康あがの 21アンケート 

市内統一の減塩給食を提供する回数 ５回 11回 学校給食実施数 

 

 

 

② 「安心・安全な農畜産物の生産と地産地消の推進」 

・安心安全な食と地産地消をすすめる食育 

   ■地産地消への理解と地場産食材の消費拡大 

   ■安心安全な農畜産物の生産 

   ■給食の地産地消の推進 

指  標 現状値 目標値 現状値の取得方法 

地産地消に関心がある人の増加 78.7％ 90％ 健康あがの 21アンケート 

スーパーや直売所で地場産野菜を購入する人の増加 77.7％ 80％ 健康あがの 21アンケート 

学校給食の地場産食材（野菜）の利用増加 

（重量ベース） 
17.6％ 30％ 地場産野菜使用量調査 

 

 

 

③ 「食文化の伝承と発展」 

・和食、地域の食文化を継承していく食育 

■家族や地域コミュニティでの共食の推進 

■和食、ごはん食の推進 

■子どもの頃からの地域の食や郷土料理への理解 

指  標 現状値 目標値 現状値の取得方法 

地域で共食をしたいと思っている人の割合 

（65歳以上） 
34.4％ 40％ 健康あがの 21アンケート 
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指  標 現状値 目標値 現状値の取得方法 

朝食を家族の誰かと一緒に食べている人の割合 52.8％ 60％ 市民アンケート 

朝食または夕食を家族と一緒に食べる

共食の回数 

園児 12.1回 14回 生活アンケート 

小学生 11.8回 13回 生活アンケート 

中学生 11.0回 12回 生活実態調査 

ごはん（米飯）を 1日 2食以上食べている人の増加 83.9％ 90％ 健康あがの 21アンケート 

家庭で郷土料理を食べている人の増加 61.1％ 65％ 健康あがの 21アンケート 

郷土料理を知っている子どもの増加 55.4％ 60％ 生活アンケート 

 

 

④ 「食をとりまく環境問題への取組」 

・食の循環や食環境を配慮し、災害に備える食育 

      ■家庭の食品ロスを削減の推進 

      ■子どもの頃からの「もったいない意識」の啓発 

      ■災害に備えた備蓄の推進 

      ■災害食に対する知識の普及 

指  標 現状値 目標値 現状値の取得方法 

家庭から食品ごみを減らす努力をしている人の増加 80.9％ 85％ 健康あがの 21アンケート 

学校給食における残食量の減少 1.94t/月 減少 ６月給食残食量調査 

災害に備えた食料品などの備蓄をしている人の増加 30.2％ 40％ 健康あがの 21アンケート 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

📝食育ピクトグラム 

 
食育ピクトグラムは農林水産省が、食育の取組を子供から大人まで誰にでもわかりや

すく発信するために作成したものです。 

阿賀野市でも、令和６年度の食育月間ポスターに使用し、食育の普及を発信しまし

た。 
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5 計画の推進体制 
   

 

 

阿賀野市の地域特性などを活かした食育を具体的に推進するため、家庭、こども園、保

育園、小中学校、地域、企業など、さまざまな領域において、総合的に「食育」を進める必要

があります。 

このため、市では、関係課が横断的な連携を図りながら、関係団体との連携により市民に

「食育」が浸透するように計画を推進していきます。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
新潟県食育推進協議会 

⇒ 計画の策定･実施 

食育に関する会議等 

⇒ 事業の企画 

･立案･実施 

  
 

事業者･生産者 

⇒ 安全な食の推進 

   食の体験機会の提供 

教育･保育･医療･保健 

⇒ 食を学ぶ機会の提供 

保護者への啓発 

 
 

阿賀野市食育推進協議会 ⇒ 計画の策定･点検･評価 

阿賀野市食育ネットワーク委員会 ⇒ 計画の実施 

庁内食育推進会議 ⇒ 情報共有、事業連携 

阿賀野市農業振興協議会 ⇒ 計画の実施、情報共有  

 

農畜産の現場 
 

小･中学校 
 

家 庭 
 

個人 

 
（保護者） 

 
市役所 

 
食品製造･加工･流通現場 

保健所  保育園 こども園  医療機関 

 

新潟県 関係者・関係団体 

地域社会で食育を推進 

連携協働 

阿賀野市 
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第２章で示した課題と目標を達成するために行なう「施策展開」に沿って具体的に進める方

策について示します。 

 

 

１ 「食に関する知識の習得と健全な食習慣の実践」のために 

 
健康で豊かに過ごすためには、健全な食生活習慣が不可欠です。 

そのため、子どもだけでなく、乳幼児期から高齢期までの全ての世代において規則正し

い食生活やバランスのとれた食事に対する知識の習得と実践を促進します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 望ましい食事習慣や栄養について伝える講習会や相談会の開催 

適切な食事バランスや食生活習慣、栄養の知識の普及のための健康講座や調理教室

をとおして学ぶ機会を充実させます。 

 

取  組 主な内容 取組主体 

健康づくりのための料理

教室の開催 

・各地区や団体において正しい食習慣や栄 

養の講話や調理実習の実施 

・食生活改善推進委員協議会と連携した事 

業の実施 

行政 

関係団体 

生活習慣病予防教室や

食生活改善相談事業の

開催 

・糖尿病や高血圧予防等の教室の開催 

・個別栄養相談や訪問の実施 

・健診結果説明会、健康相談、特定保健指導 

の実施 

行政 

関係団体 

高齢期のフレイル予防 
・高齢期の教室における食生活講話の実施 

・低体重者に対する訪問相談 
行政 

健康づくりに関する住民

組織の育成・支援 
・食生活改善推進委員協議会の研修会実施 行政 

 

 

 

 

 

 

第３章 目標別取組の内容 

 

子どもの頃から食に対する正しい知識を習得することにより、健全な食習慣を堅持する

ことができ、生涯の心身ともに健康へつながります。 

目指す姿 
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② 食育の普及啓発 

食育に関する市民の理解を深めるため、普及啓発に努めます。 

 

取  組 主な内容 取組主体 

食育月間、食育の日の 

普及啓発 

・各種イベント、講演会。教室、広報、ラインな 

どによる普及啓発の実施 

行政 

関係団体 

学校、保育施設等による

食教育の実施 

・給食だより等での家庭への食育情報提供 

・園児、小中学生の食教育の実施 

行政 
保育・こども園 

小中学校 

民間団体や事業者の 

連携の推進 

・あがの食育、元気づくり応援団による店 

舗、事業所での食育啓発 

行政 

関係団体 

事業者 

食育情報の提供 

・広報あがのやホームページ、クックパッド阿 

賀野市公式キッチン、ＳＮＳなどによる食情 

報や献立等の掲載発信 

行政 

 

 

 

③ 子どもの頃からの望ましい食習慣の形成 

望ましい食習慣と食の知識、食品を選択する力を身につけることが大切です。乳幼児

期から食事の楽しさや大切さを学び、よりよい食生活を整えるための取組を推進します。 

 

取  組 主な内容 取組主体 

妊娠期、乳幼児期におけ

る食相談の実施 

・妊娠期の教室、乳幼児健診や教室時の栄 

養、食生活の講話や個別相談 

・育児相談日、にこにこなんでも相談等に 

おける栄養相談 

・訪問相談 

行政 

食育講座の実施 
・おやこの料理教室、歯みがき教室の開催 

・離乳食講習会、食育ミニ講座の開催 

保育・こども園 

小中学校 

行政、 

関係団体 

保育・こども園と連携し

た事業の実施 

・生活アンケートの実施 

・園発育調査実施と個別体格相談の実施 
行政 

保育・こども園 

保育・こども園における

食育の取組 

・食を大切にする力の習得のため、野菜栽培 

等の農業体験や調理体験の実施 

・給食での望ましい食習慣の習得 

保育・こども園 

小学校、中学校における

食教育の実施 

・各教科の特性を生かした食教育の取組 

・給食を通した食教育（減塩、かみかみ給食 

など） 

・栄養教諭、養護教諭、各学級担任等の連携 

による食育授業の実施 

・中学２年生の生活習慣病予防事業の実施 

小中学校 

行政 
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２ 「安心・安全な農畜産物の生産と地産地消の推進」のために 

 
 

 
地域で生産されたものを地域で消費する「地産地消」は、新鮮、安全、安心と地域農業の

活性化につながります。 

また、流通などにかかる輸送距離コストが少なく、環境への負担も軽減されます。 

   地元の食材や農業への関心を深め、阿賀野市で生産された新鮮で美味しい農畜産物の

消費拡大を促進します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 農業体験や生産者と消費者の交流 

食に対する感謝の気持ちや食の大切さを学ぶため食農体験活動を推進し、食べ物を 

大切にする心を育てます。 

また、消費者が農業への理解や関心を深めるために生産者との交流会を実施します。 
 
 
 

取  組 主な内容 取組主体 

農業体験学習の推進 

・保育・こども園、小中学校の米・野菜づく等 

の農業体験の実施 

・教育ファームの推進 

保育・こども園 

小中学校 

関係団体 

園・学校給食における 

生産者との交流 

・保育・こども園、小中学校における、食材生 

産者、農業体験協力者と子どもたちの交流 

会の実施 

保育・こども園 

小中学校 

生産者 

関係団体 

安心・安全な農畜産物の

生産 

・水稲や園芸栽培に関する技術情報の発信 

・品質向上のための生産者研修会の開催 

生産者 

関係団体 

行政 

一人一人ができること 
● 家族で食事を食べる習慣をつける 

● 子どもの頃からよく噛んで食べる習慣をつける 

● バランスよく３食食べる 

● 栄養成分表示を参考にする習慣をつける 

● 減塩に心がけ、「塩をとりすぎ新潟県民の１０の食習慣」に気をつける 

● 自分自身の健康状態を知るために１年に一度は健診を受ける 

● 食生活や健康に関する講習会などに積極的に参加する 

  

 地元で作られた新鮮な食材が食卓に上がることにより、安心安全な農畜産物について

の理解を持ち、生産者や農業への理解と食への感謝の気持ちを持つことができます。 

目指す姿 
 



 

31 

 

② 学校給食での地産地消の実施 

保育・こども園、学校給食で地元産食材の活用を推進し、子どもへの地産地消の理解を

促進し、地元食材への親しみを持つよう働きかけます。また、ごはん（米飯）を中心とした

日本型食生活の献立を給食に多く取り入れることにより、和食の推進を図ります。 

 

 

取  組 主な内容 取組主体 

学校給食への地場産 

農畜産物使用促進 

・保育・こども園、小中学校の地場産農畜産 

物の供給拡大 

・地場産農畜産物を使用した献立、郷土料理 

を取り入れた献立の実施 

保育・こども園 

小中学校 

関係団体 

行政 

学校給食における米飯 

給食の推進 

・保育・こども園、学校給食で和食を中心とし 

た米飯給食の推進 

保育・こども園 

小中学校 

行政 

ごはん食の推進 
・シャカシャカおにぎりづくり等の取組 

・有機米の普及 

関係団体 
保育・こども園 

小中学校 

 

 

 

③ 地産地消の促進 

直売所の充実を図ります。また、スーパー等地産地消の普及啓発に努めます。 

阿賀野市で生産された農畜産物を使用した料理教室などを充実します。 

家庭において地元で生産された食材の利用促進をすすめます。 

 

取  組 主な内容 取組主体 

直売所の利用拡大促進 

・直売所、スーパーの直売コーナーの充実と 

販売促進 

・直売所の PR 

生産者 

関係団体 

行政 

地場産農畜産物の PR 

・イベント等での地場産食材の PR 

・地場産食材を利用した料理教室の開催や 

使用メニューの発信 

・安心安全な地場産食材に関する講座の 

開催 

生産者 

関係団体 

行政 

地産地消推進のための

組織の育成、支援 

・農村地域生活アドバイザー等、生産者組織 

の地産地消推進活動支援 

生産者 

関係団体 

行政 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

一人一人ができること 
● 農業体験型のイベントに参加し体験してみる 

● 地元の安全な食材に関心を持つ 

● 地元の食材や旬の食材を使うように心がける 

● ごはんを中心とした和食を進んで食べる 

● 旬の地元食材に関心を持ち直売所を利用してみる 
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３ 「食文化の伝承と発展」のために 
 

“ごはん”を中心とした日本型食生活の再認識と普及の推進をするため、和食のマナーの

伝承を図ります。 

郷土料理・行事食の普及啓発、阿賀野市や地域特有の食習慣や食文化の継承を行ないま

す。 

和食や地域の食を継承するため、家族一緒の食事（共食）や地域での食のコミュニケーシ

ョンを推奨していきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 郷土料理の講習会の開催とＰＲ 

イベントや料理教室で郷土料理や行事食の普及を図ります。 

 

取  組 主な内容 取組主体 

地域の郷土料理や和食、

行事食の啓発 

・郷土料理集や広報、SNSを利用した郷土 

料理の PR 

・日本型食生活や和食メニューの紹介 

関係団体 

行政 

郷土料理教室の開催 
・食生活改善推進委員と連携した郷土料理 

普及のための料理教室等の開催 

関係団体 

行政 

イベントや民間団体の協

力による郷土料理の啓発 

・各種イベント等での郷土料理の紹介 

・あがの食育、元気づくり応援団による店 

舗、事業所での郷土料理の紹介 

関係団体 

行政 

 

 

② 学校給食での郷土料理の活用 

保育・こども園、小中学校給食において地場産食材を活用し、幼児期から行事食、郷 

土料理に触れる機会を作り郷土料理を知ることで、食文化の伝承を図ります。 

 

取  組 主な内容 取組主体 

和食献立の推進 
・保育・こども園、小中学校給食で和食献立 

を推進 

保育・こども園 

小中学校 

行政 

郷土料理献立の啓発 

・給食の郷土料理献立日の設定と、子どもへ 

の郷土料理に対する理解の促進 

・給食時間、給食だより等を利用した郷土料 

理の情報提供 

・郷土料理集の配布 

保育・こども園 

小中学校 

行政 

 

家族や友人・知人と食卓を囲み、また地域でつどい食事を楽しむことにより日本の食や

地域の食文化を継承・伝承することができます。 

目指す姿 
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③ 家族の食事や地域の食のコミュニケーションの推奨 

家族や友人などと会話を楽しみながら食事をすることは、食の楽しさを実感するととも 

に、食のマナーを学び、感謝の気持ち、人とのつながりを深めます。 

食を通じて家族や友人、地域の方など様々なコミュニケーションの機会を持つことを推 

奨します。 

 

取  組 主な内容 取組主体 

家族そろっての食事の 

啓発 

・乳幼児健診、教室・子育て支援センター・ 

保育こども園・学校等における普及啓発 

子育て支援セン

ター 

保育・こども園 

小中学校 

行政 

料理教室の開催 
・おやこ料理教室や地域の料理教室で一緒 

に作り、共食を体験 

関係団体 

行政 

共食の場の支援 

・こども食堂や地域のつどいの場等、食を通 

じた地域のつながりを深める活動の支援と 

情報発信 

関係団体 

行政 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ ｢食をとりまく環境問題への取組｣のために 

 
  食料生産は自然環境と深くつながっています。「食」の大切さとともに自然環境への配慮も

重要です。市民の食品ロス削減に関する意識や取り組みは広がっていますが、さらに積極

的、主体的に取り組めるよう推進します。そして、阿賀野市で進めている環境政策と「食」を

関連づけ、食をとりまく環境問題について市民への意識づけを図り、環境にやさしい食育

の普及啓発に努めます。 

 また、いつ起こるかわからない自然災害に日頃から備えることの大切さを啓発し、情報を

発信していきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

一人一人ができること 
● 家族そろって食事をする機会をつくる 

● 親子で一緒に食事づくりをする機会をつくる 

● 食事マナーなどを家庭でしっかり教えていく 

● 「いただきます」「ごちそうさま」の感謝のあいさつをする習慣をつける 

● 家族に「家庭の味」を大切に伝えていく 

● 地域で一緒に食べる場に参加をする 

 

一人一人が食品の購入や保存方法を理解し工夫することができることにより、家庭での

食品ロス削減ができます。 

災害に備えた備蓄方法や、災害時の対応食などの知識を持つことで、災害に対応できる

備えができます。 

目指す姿 
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① 環境に配慮した取組の推進 

環境に配慮した食育の推進には、個人や家庭での取組だけでなく、行政・学校・企業など、 

地域全体での取組が必要です。SDGs（持続可能な開発目標）の環境対策に取り組み、互 

いに連携を図りながら、自然や生活環境にやさしい食環境の整備を推進していきます。 

 

 

取  組 主な内容 取組主体 

ごみ分別、食品ロス削減

に関する情報発信 

・広報や SNSによる家庭におけるごみ分別方 

法の周知と食品ロス削減に対する情報提供 

・ごみ分別カレンダーの配布 

行政 

消費生活に関する講座の

実施 

・食品表示や食品ロス等、食環境に関する講座 

を実施し知識の普及啓発 

関係団体 

行政 

食品ロス削減に関する 

消費者への啓発 

・家庭でできる食品ロス削減の取組の啓発 

・家庭生ごみ処理機の補助制度の周知 

関係団体 

行政 

給食の残食を減らす取組

みの実施 

・保育・こども園、小中学校での栄養教諭をはじ 

め、教諭、保育士による「もったいない」意識の 

啓発、指導 

・給食残食量調査 

保育・こども園 

小中学校 

飲食店等の残食削減の

取組 

・飲食店での残食削減、衛生面を配慮した食べ 

残しの持ち帰りなどの取組の検討 
事業者 

フードドライブの実施、 

支援 

・社会福祉協議会や地元企業等と協働したフー 

ドドライブの取組、支援 

関係団体 

行政 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

📝阿賀野市公式 LINEでごみの出し方を検索できます！ 
 

阿賀野市公式 LINE を友だち追加して、ごみの出し方を調べたり、ごみ出し日に通知

が来るように設定できます。ぜひ、活用してください。 

 
 

 

 

LINEの友達 

追加はこちら 
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② 災害に備えた食糧品の備蓄推進と災害に対する知識の啓発 

災害に備えた日頃からの災害の備えは非常に大切です。災害時においても栄養バラン 

スや普段から食べ慣れているものの備えが必要です。また乳児、高齢者、食物アレルギー

や疾病に応じた食が必要な人などはそれに応じた備えが重要です。 

災害に備えることの大切さを周知、啓発します。 

 

 

 

取  組 主な内容 取組主体 

家族構成に応じた食料備

蓄内容や量に関する啓発 

・家族構成、乳児、高齢者、アレルギー等配慮が 

必要な人に応じた備蓄に関する情報を様々な 

機会や媒体を通じて発信 

行政 

関係団体 

備蓄方法に関する啓発 
・使いながら備蓄をしていく方法「ローリングス 

トック法」を各種事業で、媒体を通じて啓発 

関係団体 

行政 

災害時でも使える調理法

や料理の普及啓発 

・食生活改善推進委員等関係団体と連携して、 

パッククッキングや缶詰、乾物など災害時に活 

用できる調理方法の啓発を実施 

・広報、SNS、パンフレットなどを利用した周知 

の実施 

関係団体 

行政 

 

 

 

 一人一人ができること 
● 食べ残しのない量の買い物と調理をする 

● ごみはきちんと分別して捨てる 

● 災害時の備蓄（ローリングストック）を行う 

● 日頃から家族で災害時の対応について話し合いをする 
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5 推進体系 
 

 

 

１ 推進組織 

 
  

本計画を着実に推進していくためには、計画の進捗状況を常にチェックし、取組内容を

修正するなど、柔軟に対応していくことが求められます。 

    このため、定期的に本計画の進捗を監視し、新たな提案を含め、常に計画を推進してい 

く組織として、本計画の策定時に設置した組織を継続して設置し、必要に応じて推進組織 

を見直します。 
 
 

(1) 阿賀野市食育推進協議会  
     各界、各層から幅広く意見や提案を求めるため、食育に関係のある有識者や専門家を

始め、各種団体、食料生産者、販売者代表、消費者代表及び市民などからなる「阿賀野

市食育推進協議会」を引き続き設置し、専門的立場や市民・事業者の観点から、本計画

の点検・評価を行います。 
 
 

（２） 阿賀野市食育ネットワーク委員会  
阿賀野市の食育に携わっている関係機関の連携による実効性の高い食育推進運動

を展開するため、各種団体、食料生産者、食品販売事業者、子どもの保護者及び関係行

政機関職員などによる「阿賀野市食育ネットワーク委員会」を引き続き設置し、市民レ

ベルの食育について、様々な角度から意見、提案を募集し、新たな食育活動に結びつけ

ていきます。 
 
 

（３） 庁内食育推進会議  
行政内部の関係課職員からなる「庁内食育推進会議」を引き続き設置し、食育関連事

業の情報を共有し、意見交換を行い、事業の連携を深め、本計画の行政事務事業におけ

る総合的な推進を図ります。 

 

２ 関係者の役割 

 
  

食育の推進を実効性のあるものとしていくためには、前項の組織を効果的に運用し、 

市民、関係者、行政が協力して、それぞれの役割を果たすことが必要です。 
 

（１） 県の役割 
      第４次新潟県食育推進計画に基づき、食育の推進に関する施策を総合的かつ計画的 

に推進すると伴に、市町村の食育推進計画の進行管理および取組実施について支援・

助言が期待されます。 
 

（２） 市の役割 
     第４次阿賀野市食育推進計画に基づき、食育の推進に関する施策を総合的かつ計画 

的に推進します。また、食育関係団体等と連携・協働しながら、食育の円滑な推進を図り 

ます。 

第４章 計画の推進管理 
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（３） 教育関係者の役割 
      教育並びに保育に関する職務の従事者及び関係者は、指導計画等に基づく体系的、 

継続的な食に関する指導を行うことにより、子どもが健全な食生活を実践し、生涯にわ

たって健康で豊かな人間性を育んでいくための基礎を培うことが求められます。 

      また、家庭や地域、関係機関と連携して取り組まれることが期待されます。 
 
① 保育・こども園 

食に関する指導計画や効果的な指導媒体を作成し、計画的で分かりやすい食の指 

導を推進します。 

また、家庭からの食に関する相談や食についての情報提供を行い、子どもが健康 

な食生活を営めるよう支援することが期待されます。 
 
② 小学校・中学校 

学校給食における実践的な指導をはじめ、学級活動、体育(保健体育)、技術家庭、 

その他関係する教科等、学校の教育活動全体を通じて食育を推進します。そのため

に、食に関する指導の全体計画、年間指導計画の作成・改善を進め、栄養教諭を中心

に全教職員が連携・協力して取り組みます。 

なお、家庭と連携するとともに、必要に応じて外部ボランティアや専門家の協力を 

得ながら取り組まれることが期待されます。 
 
 
（４） 医療保険関係者等の役割 

      医療及び保健に関する職務の従事者や、それらの関係機関及び関係団体は、あらゆ 

る機会や場所を活用して、他の関係団体とも連携しながら、積極的に食育を推進するこ

とが期待されます。 
 
 

（５） 農林畜産者等の役割 
      農林畜産者及びその関係団体は、農林畜産業に関する多様な体験の機会を積極的に 

提供し、自然の恩恵と食に関わる人々の活動の重要性について、情報発信するととも

に、教育関係者等と連携して食育活動を行うことが期待されます。 
 
 

（６） 食品関連事業者等の役割 
食品の製造、加工、流通、販売または食事の提供を行う事業者等は、日常の業務を 

通して自主的かつ積極的に食育の推進に努めるとともに、国や県、市が実施する食育 

に関する施策や活動をともに推進することが期待されます。 
 
 

（７） 市民の役割 
      市民は、家庭、学校、保育所、職場などを含めた地域社会において、生涯にわたる健 

全な食生活の実現に努めることが期待されます。      
 
 
（８） 子どもの保護者の役割 
      子どもの保護者は、家庭が食育において重要な役割を有していることを認識すると 

ともに、食育の重要性を十分自覚し、積極的に子どもの食育の推進活動に取り組むよ 

う努めることが期待されます。 
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３ 目標達成評価フロー（ＰＤＣＡサイクルの活用） 
 
  

本計画の推進にあたっては、事業の実施状況の把握などにより定期的に推進状況を確認す

るとともに、客観的な評価を行い改善していく、PDCA サイクル（計画・実行・評価・改善）のも

とに、計画を進めます。 

着実な計画の進行を図るため、毎年度「阿賀野市食育推進協議会」を開催し、食育推進の進

行管理、策定の見直し検討や情報の共有を図り、より効率的・効果的な事業の推進を図ります。 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｐｌａｎ（計画） 
 

食育推進計画で基本目標の数値

指標及び取組内容の決定 

Do（実行） 
 

食育推進計画に基づく各種施策

の事業展開 

 

Check（評価） 
 

阿賀野市食育推進庁内会議、 

阿賀野市食育ネットワーク委員会、

阿賀野市食育推進協議会での評価 

 

 

Action（改善） 
 

毎年阿賀野市食育庁内会議での

改善策の検討・情報共有 
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1 策定組織名簿                  （２０２5年  ３月時点） 

 
阿賀野市食育推進協議会 委員名簿 
 

所   属 職   名 氏   名 

新発田地域振興局 健康福祉環境部 地域保健課長  平 岡 弘 子 

歯科医師会 阿賀野班 歯科医師  田 尻 博 志 

阿賀野市食生活改善推進委員協議会 会長 ○ 椎 野 和 子 

新潟かがやき農業協同組合 

あがのアグリセンター 
センター長  齋 藤 政 幸 

新潟かがやき農業協同組合 

ささかみアグリセンター 
センター長 ● 堀 吉 彦 

阿賀野市小中学校長 堀越小学校長  樋 口 憲 哉 

阿賀野市保育・こども園長 たちばなこども園長  小 林 泰 典 

阿賀野市認定農業者会 会長  齋 藤 和 也 

株式会社バイオテックジャパン 代表取締役社長  江 川 穰 

市民代表   本間由香里 

市民代表   五十嵐美和 

● 会長  ○副会長 

 

 

 

阿賀野市食育ネットワーク委員会 委員名簿 
 

所   属 職   名  氏  名 

阿賀野市食生活改善推進委員協議会 副会長 ●  漆 山 豊 子 

新発田地域振興局 地域保健課 主任  草 野 亮 子 

健康推進員会 副会長  後 藤 文 子 

運動普及員会 会長  清野富士子 

五頭温泉郷旅館協働組合 女将会代表  荒木弥栄子 

（株）ワイエムフーズ 総務部長  神 澤 裕 一 

阿賀野市環境審議会   渡 邉 景 子 

水原中学校 養護教諭  山 形 麻 美 

神山小学校 養護教諭  吉 田 千 夏 

安田小学校 栄養教諭  森山真美子 

ひまわり幼稚園 保育教諭  鈴 木 由 美 

風の子こども園 管理栄養士  白 根 美 紀 

新潟かがやき農業協同組合 ささかみアグリセンター  大 倉 な お 

新潟かがやき農業協同組合 あがのアグリセンター  磯 部 朋 子 

生産者代表    青木真生子 

阿賀野市社会教育委員   藤 田 郁 雄 

● 会長 

参考資料 
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庁内食育推進会議 名簿 
 

所   属 職   名 氏  名 
生 涯 学 習 課 社会教育係 主幹 本 間 由 理 

生 涯 学 習 課 社会教育係 主任 金 井 さおり 

学 校 教 育 課 教育総務係 主任 漆 山 薫 

市 民 生 活 課 環境係 主事 長 峰 匠 吾 

商 工 観 光 課 観光係 主任 浅 川 千 恵 

農 林 課 農林企画係 主事 鈴木綜一朗 

社 会 福 祉 課 児童福祉係 主事 成 田 千 里 

健 康 推 進 課 課長補佐 渡 辺 達 郎 

健 康 推 進 課 成人係 主任 吉 村 達 彦 

健 康 推 進 課 子育て係 主任 髙 橋 佳 子 

健 康 推 進 課 健康づくり係 行政専門員 小 林 美 子 

健 康 推 進 課 健康づくり係 係長 肥 后 恵 子 

健 康 推 進 課 健康づくり係 主幹 和 田 祥 子 

健 康 推 進 課 健康づくり係 主事 斎 藤 唯 

 

 

2 策定経過 
 

日    時 会   議   等 

令和６年５月 14日 
令和６年度 庁内食育推進会議 
・第３次阿賀野市食育推進計画の評価と第４次計画の策定スケジュールに 

ついて 

令和６年９月 24日 
令和６年度 阿賀野市食育ネットワーク委員会 
・第３次阿賀野市食育推進計画の評価と第４次計画の策定方針について 

令和６年 11月 13日 
令和６年度 第１回阿賀野市食育推進協議会 
・第３次阿賀野市食育推進計画の評価と第４次計画の策定について 

令和７年２月 10日～ 

   ３月 10日 

パブリックコメントの実施 
・資料は市ホームページ公表、水原保健センター、各支所、市立図書館で配 

布 

令和７年３月 21日 
令和６年度 第２回阿賀野市食育推進協議会 
・第４次阿賀野市食育推進計画（案）について 
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第４次阿賀野市食育推進計画 

令和７年３月策定 
 

阿賀野市 民生部 健康推進課 
 

〒959-2092 

阿賀野市岡山町 10番 15号 

TEL：0250-62-2510 

FAX：0250-62-2513 

E-mail：kenko@city.agano.niigata.jp 


